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NY マーケットレポート（2016 年 1 月 13 日) 
NY市場では、原油価格や欧米の株価が上昇する動きとなったことから、ドル円・クロス円は序盤から堅調な動きとなった。その後、原油価

格が急落となり、2003年 12月以来の安値となる 29.93 ドルまで下落したことを受けて、株価も一段の下げとなり、投資家のリスク回避の動

きが強まったことから、安全資産とされる円を買う動きが優勢となった。ただ、その後、再び株価が堅調な動きとなったことから、ドル円・クロ

ス円は終盤には値を戻す動きとなった。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

欧州タイム 

 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米 MBA 住宅ローン申請指数（前週比） 21.3％（前回 -11.6%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪MBA 住宅ローン申請指数≫ 

         1/8・・・1/1・・12/25・・12/18・・12/11・・12/4・・前年同期 

申請指数・・・・・21.3・・-11.6・・-17.4・・ 7.3・・-1.1・・ 1.2・・・-17.6 

購入・・・・・・・17.8・・-11.1・・-4.3・・  4.1・・-2.8・・ 0.0・・・ 19.8 

借換え・・・・・・23.8・・-12.4・・-27.8・・10.8・・ 1.4・・ 3.5・・・-37.6 

固定金利・・・・・20.7・・-10.7・・-17.0・・ 7.2・・-0.9・・ 1.2・・・-17.0 

変動金利・・・・・32.1・・-26.9・・-23.0・・ 9.0・・-4.3・・ 2.5・・・-27.9 

（％） 

ローン契約平均金利（％） 

固定金利 30 年・・4.12・・4.20・・4.19・・4.16・・4.14・・4.14 

固定金利 15 年・・3.42・・3.47・・3.42・・3.45・・3.38・・3.39 

 

 

22：00 

ドル/円 118.12  ユーロ/円 127.75  ユーロ/ドル 1.0816 
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22：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 5994.11 +64.87 
ダウ 

先物ミニ 
16442 +79 

 

 

仏 CAC40 4441.81 63.06 
S&P 

500 ミニ 
1935.00 +10.00 

 

 

独 DAX 10089.75 +104.32 
NASDAQ 

100 ミニ 
4339.75 +27.00 

 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11 月ポーランド経常収支 6.20 億 EUR（予想 -2.30 億 EUR・前回 -1.63 億 EUR） 

前回発表の-1.13 億 EUR から-1.63 億 EUR に修正 

 

11 月ポーランド貿易収支 7.56 億 EUR（予想 3.50 億 EUR・前回 4.99 億 EUR） 

前回発表の 4.83 億 EUR から 4.99 億 EUR に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：15 

≪ 要人発言 ≫ 

カプラン・ダラス連銀総裁～TV インタビュー 

 

・「相場は上下動するだろう、2016 年は厳しい滑り出し」 

・「当局者は市場の動きに過剰反応できない」 

・「米国と世界は中国の景気減速に対応する必要がある」 

・「新たなデータを見て見解を変更することにオープン」 

・「米失業率はインフレ誘発することなく一段と低下も」 

 

 

22：25 

≪ 要人発言 ≫ 

ローゼングレン・ボストン連銀総裁 

 

・「FOMC の金利予測には下振れリスク」 

・「利上げには潜在成長率あるいはそれ以上が必要」 

・「インフレ予測を支持するのは一部のデータのみ」 

 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12 月カナダ住宅価格指数（前月比） -0.1％（前回 0.2%） 

 

12 月カナダ住宅価格指数（前年比） 6.2％（前回 6.1%） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 16575.39 +59.17 

ナスダック 4705.80 +19.89 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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0：30 

≪EIA 米週間在庫統計≫ 

 

原油在庫・・・・23.4 万バレル増加 

ガソリン在庫・・844 万バレル増加 

留出油在庫・・・614 万バレル増加 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

0：35 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、原油相場がやや持ち直したことを受けて、投資家心理が改善し、買いが先行した。ただ、その

後は当面の利益を確定する売りが広がり、やや軟調な動きとなっている。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 5960.97 +31.73 

仏 CAC40 4391.94 +13.19 

独 DAX 9960.96 -24.47 

ストック欧州 600指数 344.63 +1.41 

ユーロファースト 300指数 1354.80 +5.64 

スペイン IBEX35指数 8934.50 +19.10 

イタリア FTSE MIB 指数 20139.87 +169.77 

南ア アフリカ全株指数 48412.80 +16.62 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。中国経済への過度な警戒感が和らいで買いが先行する一方、原油相場

が安値圏で推移したことが市場心理を圧迫した。英 FT100 は続伸したものの、独 DAX はマイナス圏で引けた。  

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 16416.75（-99.47）、S&P500 1933.58（-5.10） ナスダック 4638.13（-47.79) 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

ドラギ ECB 総裁は、資産買い入れの対象にギリシャ国債を含めるかを判断するにあたり、ギリシャ支援プログラム

への強いコミットメントを示す必要があるとの考えを示した。また仮にギリシャ国債が満たすべき格付け基準を ECB

が免除しても、資産買い入れの開始時期は支援プログラムの審査状況などに絡む他の要因にも左右されるとし、様々

な制限を伴うとした。 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米 10 年物国債入札を前にポジション調整の売りが先行した。ただ、原油価格の下

落や中国経済の先行きに対する根強い懸念から安全資産とされる米国債を逃避的に買う動きも続き、下値は限定的

となった。 

 

午前の利回りは、30 年債が 2.90％（前日 2.88％）、10 年債が 2.12％（2.10％）、7 年債が 1.89％（1.87％）、5

年債が 1.55％（1.54％）、3 年債が 1.18％（1.16％）、2 年債が 0.93％（0.93％）。 
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3：00 

≪米財務省 10 年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・2.090％（前回 2.233％） 

最低落札利回り・・・・1.985％（前回 2.050％） 

最高利回り落札比率・・・36.29％（前回 29.93％） 

応札倍率・・・・・・・・2.77 倍（前回 2.64 倍） 

 

 

4：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12 月米月次財政収支 -144 億 USD（予想 -100 億 USD・前回 19 億 USD） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

4：00 

≪米地区連銀経済報告≫ 

 

・「7 地区が成長は緩慢、2 地区は緩やかと指摘」 

・「賃金圧力は抑制され、全体の物価圧力も限定的」 

・「景気は 12 地区のうち 9 地区で拡大」 

 

・「個人消費の伸びは小幅から緩やか」 

・「2 地区が景気は横ばい、ボストン連銀は上向きと報告」 

・「強いドルが一部の地域で製造業に打撃」 

 

・「自動車販売は、一部の地域で高水準から減少」 

・「ホリデー商戦が伸びたと、大半の地区が報告」 

・「労働市場は引き続き増大、7 地区で雇用拡大」 

 

・「製造業は自動車と航空宇宙以外の大半で軟化」 

・「1 月 4 日以前のデータを基に作成」 
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4：25 

北海ブレント原油が 30 ドルを割り込む（2004 年 4 月以来の安値） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

4：50 

NY 金は、中心限月が前日比 1.90 ドル高の 1 オンス＝1087.10 ドルで取引を終了した。 

 

 

5：20 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.04 ドル高の 1 バレル＝30.48 ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1087.10 +1.90 

NY 原油 30.48 +0.04 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ドルがユーロなどに対して上昇したことから、ドルの代替資産とされる金を売る動きが先行した。しか

し、その後ドルが下落に転じたことを受けて買い戻しが入り、4 営業日ぶりに反発して引けた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、前日に約 12 年ぶりの安値水準まで値下がりした反動から、買い戻しの動きが先行した。ただ、その後

は米石油統計で原油やガソリンの在庫が増加したことから、供給過剰感が強まり、上げ幅を縮小する動きとなった。  

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 16151.41 -364.81 16593.51 16123.20 

S&P500種 1890.28 -48.40 1950.33 1886.41 

ナスダック 4526.07 -159.85 4713.98 4717.56 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、原油相場がやや持ち直したことを受けて、投資家心理が改善し、買いが先行した。ただ、その後は

当面の利益を確定する売りが広がり、やや軟調な動きとなった。そして、原油価格が一段の下げとなったことを受

けて、主要株価は下げ幅を拡大する動きとなった。ダウ平均株価は、序盤堅調な動きとなり、一時前日比で 77 ドル

高まで上昇したものの、その後は下落に転じ、終盤には 393 ドル安まで下げる動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 117.67  118.36  117.65  

EUR/JPY 128.09  128.54  127.72  

GBP/JPY 169.68  171.05  169.67  

AUD/JPY 81.83  83.07  81.79  

NZD/JPY 76.71  77.66  76.68  

EUR/USD 1.0888  1.0888  1.0815  

AUD/USD 0.6954  0.7027  0.6950  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤は堅調な動きとなったものの、原油価格が下落したことや、株価が終盤まで下げ幅を拡大す

る動きとなったことを受けて、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。ユーロは、主要通貨に対して堅調な動き

となったものの、午後には円買いの動きが強まり、対円で反落となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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